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Abstract ； The 　purpose　of 　this　paper　is　to　clarify 　the　characteristics 　of 　passing　scenery 　in　road 　movies 　whose 　themes 　are

【raveling 　and 　transfer．　Three　movies 　by　Wim 　Wenders　were 　selected 　as 　objects，　The 　s【ill　pictures　were 　picked　up 　and

recorded 　from　sequences 　of 山ese 　movies ．　The　landscape　elements 　in　the　pictures　and 　camera 　angles 　were 　extracted ．　Those

elements 　 were 　 analyzed 　by　 using 　Hyashrs 　Quantimized　Theory　3．　Two 　 axes 　 which 　indicated　 subjective −objective 　 and

qロiet−active ，　respectively 　 were 　 obtained ．　The　 scenes 　 were 　 classified 　in【09groups 　by　the　cluster　 analysis ．　Each　groups

represented 　different　camera 　frame　 composed 　 with 　 combinatio 皿 s　 of　positions　 of 　road 　 and 　bu孟ldings．　Those　scenes 　 also

indicated　feelings　and 　situations　of　characters 　after 　the　composition 　of 　the　scene ．

Key 　words ： Landscape，Transfer，　Travel，Movie ，Road

要 旨 ：旅 や 移 動 が 主 題 とな る ロ ードム ービーを 用 い 、変化 し て い く景 観 の 特 徴 を 明 らか に す る こ と が 本研究 の 目

的 で あ る。対 象 と して 、映 画 監 督 ヴ ィ ム ・ヴ ェ ン ダース の 三 作 品 を選 定 し、作 中 の 景 観 シ
ーン を 静止 画 像で 抜き

出 し、そ れ ぞ れ の 景観構成要素や カ メ ラ ア ン グル 等を抽出 した。そ れ らを説明変数 に 数量化 3 類 と ク ラス ター
分

析 を行 っ た。そ の 結果 、景観 を記 述す る 「主観性
一
客観性 」 「閑 散

一
賑 わ い 」 の 2 軸 を得 て 、景観 は 9 つ の グル

ープ

に 分類 され た。グル
ープ を 考察 す る と、景 観 は 道 を 中 心 と して 構 成 され 、主 に 水 平 に 近 い カ メ ラ ア ン グ ル で 映 し

出 さて い る こ とが 分 か っ た。さ らに 登 場人 物 の 感情や状翫 を表現す る、特徴的な構成要素 の 意味を見出 し た。

キー
ワ
ー ド ： 景観、移動 、旅、映 画、道

　　　　　　　　 1 ．は じめに

　 人 は 生 活 の 中で 移動 し な が ら 景観 を 体験す る こ とが

多 い。そ の よ うな シ
ー

ク エ ン ス で 展開され る 景観を評

価す る試 み は 従 来 の 研 究 で い くつ か 行 わ れ て い る 。 本

研 究 で は 映 画 が 人 の 行 為 も含む 移動 景観を捉 え た
・
つ

の 適 当 な 媒体 で あ る と位置付 け、生 活 や 都市の 研 究資

料 と して 考 え る。研 究対 象 と して 、旅 や 移動す る こ と

を主題 とす る ロ
ー

ドム
ー

ビ
ーが、人 の 体験す る移動景

観 を記述 す る 媒体 と して よ り適 切 で あ る と考 え た。そ

こ で 、ロ
ードム ービーを撮 り続 けて い る

一・
人 の 映 画 監

督 の 作 品 を 対 象 に し、そ の 監 督 の 視点 を通 して 、変化

し て い く 景観 と 旅 の 生 活 の もつ 意味 を 明 らか に し よ う

と試 み た。

　　　　　　　　　 2 ．方法

2．1 対象作品 の 選 定

　 ドイ ツ 人 映 画 監督 ヴィ ム ・ヴェ ン ダース は ロ ー ドム

一ピー
の 旗手 と言 わ れ、ロ

ードム
ービーを 数多 く撮 っ

て お り、国 際映 画 祭 で も い くつ か の 受賞歴 を持 っ て い

る。そ の 彼 の 作品の 中で 、登場人物 が 旅 を して 様 々 な

景観 が 映 し出 され て い る 初期 の 三 部 作 「都会 の ア リス 」

「ま わ り道 」「さす らい 」を選 定 した 。
三 作品 は い ずれ

も 全編 ロ ケ
ー

シ ョ ン 撮影 とな っ て お り、そ の 中で ドイ

ツ 国 内が ロ ケーシ ョ ン とな っ て い る シ
ー

ン を対象と し

た。作 中や文献 で 地名 の 明 らか に な っ た もの を表 ユに

示 す。なお 、三 作 品 相 互 に 物語 の 関連 は な い 。

2．2 対 象画像 の 抽 出

　 映 し出 され た 景 観 を 分 析 す る に あ た り、作 中 か ら抽

出 した 静止 画 像 （以 下、画 像） を 用 い た 。1 カ ッ トか

ら最低 1 枚、パ ン ニ ン グや 移動撮影の 揚合 は 景観が あ

る 程 度変化 した と こ ろ で そ の 都度、画像を抜 き 出 した 。

そ の 全画像 か ら建物内等を除き、重要 と思われ る画像

196 枚 を 対象 と し た。
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2．3 画像 の 情報 を示す指標

　既存の 研究 （萩島，1990）に 基礎 を置き、画像を解析

す る指標 と して 以下 に示す もの を設定 した。表 2 に 示

す よ うに 画 像 に 現 れ て い る 景観の 構 成要 素 を分類 した 。

図 1 に 示す よ うに 視点 か ら各構成 要 素 ま で の 距 離を 測

定 し 7 分類 し た 。 さ ら に画 像 を詳 細 に分析す る た め、

【A．線的構成要素 （道、線路、川、橋）の 構図 B，線的

構成要素の 形状 C．線的構成要素の 相互関係 D．建物 の

配 置 E．樹木 の 配 置 F．乗物 の 描 写 G．登場人物 の 人 数　　　昊雙霧
H，登 場人物 の 描 写 1．移動主 体 （乗物、登場人物）の 動　　視 点場

き J．カ メ ラ ア ン グル K．カ メ ラ ワ
ーク】と して それぞ

れ 図 2 に 示 す よ うに 分 類 を行 っ た。さ ら に 構 成 要 素 も

含 め た もの を説 明 変数 に 数 量 化 3 類 に よ る 分 析 を行 っ

た。

表 1　 対象作品と登場都市名
タイトル 　　 　　会 の ア リス ま　 り道 さす らい

製作 年　 　　 1973 年 1975 年 19 フ6 年

モノクロ／カラ
ー

モ ノクロ カラ
ー

モノクロ

上 映時間 111 分 99分 175分
アス ペ クト比 4「3 169 169

登場都市 名 ヴッパ ータール

エ ツセ ン

デュース ブル ク

才
一

バ ーハ ウゼン

ゲルゼン キル ヒェ ン

グリュックシ ュ 夢ッ ト

ハ ン ブル ク

ボン

ボ ッ パ ルト

フランクフル ト

リューネブル ク リュ
ー

ヒョ

ヴォルフス ブルク エ
ー

バ
ー

ン
ヘ ル ム シ ュ テ ッ ト　 ホ

ー
フ

オス トハ イム シューニ ンゲン

ハ スフル ト ヴィツ ェ ン ハ ウゼン

バ ート・ヘ ル ス フェ ル ト

出画　 　数 47 61枚 88

表 2　構成要素の 分類
山、湖 ・海 、樹 木、樹木 群、川 、草 地．砂地 ．畑

建物 、建慟群 、GS．道 、車、橋 、線 路、電車 、船．工 場、その 他

　 　 　 　 　 　 　 　 2COm　　　　　　　 Tkm
　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

t h ＿ ＿ i脚　　　　　　　　　　　　　　 中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　’
l　　　　　　 I　　　　　 Pt ＿＿＿→
一 一 一

　　　　　　　 図 1
A ： 線 的構成要 素の 構 図

距離景 の 分類

　　　　　　　 3 ．結果及 び考察

3，1 構成要素の特徴

　構成要素の 出現割合 を 図 3 に 示 す。出 現数は 樹木群

73％、道 65％、車 60％、建 物 群 48％、草 地 45％の 順 に 多 か

っ た。湖 ・海 は全体で 6 カ ッ トと少 な か っ た。全 出 現

構成要素 は 962 個 の 内、自然物 は 383 個、人 工 物 は

579 個 と、ほ ぼ 4 ：6 の 割合 で あっ た。

　次に 距離景 につ い て は、全 体の 要素の 内 42％を近景

が 占め て い た 。 要 素別 に 見 る と山 は遠景 に 74％と多く

現れ て お り（表 3 ）、樹木群や草地 は全域 に広が っ て描

写 されて い た。工 場 は 数 は 少ない もの の
、

一
般 の 建物

とは 違 い 、煙突などを含 ん だシ ル エ ッ トが中景か ら遠

景 に か け て 映 され て い た。超近景 に現れる要素 （図 4 ）

と して は 車 が 約 30％を 占め、車 内 か ら外 を 見 る 描 写 も

あ っ た 。 建 物 の 一
部やそ の 他 （電柱など）を超近景 に 映

し、奥行きを強調 させ る もの も約 30％記録 した。

3．2 撮影 の 特徴

　カ メ ラ ア ン グル とカ メ ラ ワ
ー

ク の 集計を表 4 に 示 す 。

カ メ ラ ア ン グル は 全 体 で 水平 が 73％を占め て い た。

「ま わ り道 」 で は 俯角が 31％で 他 二 作品 に 比 べ 10％ ほ

ど多 い 。構 成 要 素 とカ メ ラ ア ン グ ル の 関 係 を 見 て も、

要 素 ご とに 目立 っ た ば らつ き は 無 く、全 体 と同 程 度 の

割合 で あ っ た。カ メ ラワ
ー

ク は 作晶 に よ っ て 特性が 出

て い る。　 「都会の ア リス 」 で は 登 場人物 の 車や 電車 に

乗 っ た移勦撮影 が 多い
。　 「ま わ り道」 で は 空 撮 が 比 較

的多 く、俯角 が 多 い こ との 要因 に なっ て い る。逆 に

「さす らい 」 で は 空撮は一
つ もなく固定、パ ン ニ ン グ

が 多 く、パ ン ニ ン グ の 撮影 で は、車 の 動き を追 うもの

が 比 較的多 く見 ら れ た 。

3．2 数量化 3 類 の 結果

　各 シ
ーン を構成す る 要素 の 出現分布を用い て 、数量

化 3 類を行 っ た 結果 を 図 5 に 示 す 。固有 値 が 2 軸 と 3

軸 を境 に 急な低下が 見られた の で 、1 軸 と 2 軸 に つ い

歴 墨暴 瑟 纛
Al 「正 面」　　　　 義2 「斜め」 A3 「平行」　　　 A4 「パ ノ ラマ 」

雙
の

』己Eヨ≡≡ヨ
B1 「直線 t　 　　 B2 「曲線隠 」 B3 「曲線」　 　 　 　 　 84 「分岐交差 」

諾
の

iilliiiiii［袤ヨ
　 Cl 「並行」　　　　 C2 「上 下」　　　　 C3 「交 差」

勲 慕 、

［尋
團 國

・

∵愚
D4 「シ ル エ ッ ト」　 　 D5 「正面」　　 　 D6 「散在 ・林立 」

E ； 樹木 の配 置

7 ］［コ ［瑚 ［圃
　 E1 「線 状」　　　　 E2 「孤立」

F ； 乗物の描写

　 F4 「外前」

G ：登 場 人 物 の 人 数

　 G1 「一人」

H ：登 場人物の 描写

醤謹

F5 「外横」

　 Hl 「前」

1 ：移 勤主体 の 動 き
　 11 「乗 物が 動 い て い る」

J ： カ メ ラア ン グル

勾

−

蝋

儡、

韃

三「63」

影贋匸
靱沸

　横「眩

F3 「散在 」　 　 　 　 　 　 B4 「森林」

F6 「外後 」

（注 ：物 語に関わ る人物のみ ）

H3 「後」

12 「人 物が 動い てい る」

H4 「向 き合 う」

　 J1　　 平」

K ；樶 影 方 法

　 Kl 「固定」

　 　 　 　
’

」　 　 　 J3　 　 深 亅　 　 　 4　 　 」

　 　 　 　 　 　 　 　
一

地平 線　・一一一一・圃面中央繍

K2 「パ ン 」　 K3 「移 動］　 K4 「空 撮」

　　 図 2　 画面構成 の 分類
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図 3　 構成要素 の 出現割合

　　　　　　表4 カメラア ングルとカメラワ
ーク

　 カメ ラア ン グル 水平 　傭 角湊 俯角 深 仰角

　 都 金の アリス 　　SIS

　 まわ LJ道　 　　　64s

　 さすらい 　　 　　75SC

　 計　　　　　 　 73s

　 カメラワ
ーク　 固定

　 都 虫 の アリス　 　 30s

　 まわり這　 　　　39N

　 さすらい 　　　　 47S

図4 超近嗣：出現する要鷆 拾 　計　　　　 4eSl

邸

顰
…

蕭

て 考察す る。 1 軸の マ イ ナ ス 方向で は カ メ ラ が 主 人 公

の 乗 物 に 乗 っ て い た り、水 平 の ア ン グル が 多 く、よ り

主人 公 に 近 い 目線 で 描 写 して い る 。 そ れ に対 しプ ラ ス

方向で は 空撮や、高台か らの 俯瞰 の カ ッ トが 多い こ と

か ら、1 軸 は 「主 観性
一
客観性」 と解釈 し た。 2 軸 の マ

イナ ス 方向で は建物な ど の 構成要素 が少 く、プ ラス 方

向 で は 逆 の 傾 向 が あ る た め 、
「閑散一賑 わ い 1 の 軸 で あ

る と解釈 した。

3．3 ク ラ ス ター分析に よ る景観 の 分類

　数量化 3 類 の 結果 より 1 、2 軸 の サ ン プル ス コ ア を

基 に ウォ
ー

ド法 に よ る階層 ク ラ ス ター
分析を行 っ た。

そ の 結 果 、9 つ の 景 観 に分類で き た。図 5 で 類型 毎 に

サ ン プ ル プ ロ ッ トを囲み 、各景観 の 代表的な画像 と樹

形 図 の 概略 を示 す。以下 に各景観の 特徴を記述す る。

類型 1 ： 「複合線的景観」 は 道、線路、川 、橋 の 線的

構成要素 が複数現れ て 、相 互 に 並 行 し た り交差 し て い

る。構図 と し て は 正 面か 斜 め に 映 し て い る もの が 多い 。

登 場 人 物 た ち の 旅 が 続 い て い た り、交 差す る （出会 い

と別 れ ）こ と と重 ね 合 わせ る よ うな 表 現 も 見 られ た。

類型 2 ： 「道 の 移動景観」 は 道 を 主 に 車で 移動 して い

る とこ ろを捉えて い る。道 の 形状 は 直線、曲線、分岐

交差 と様 々 で 、街 並 み の 中を 走 っ て い る場合 も あれば、

田 園 的な もの も 見 られ る 。 車は F4 「外前」 で 映 され る

傾向が 強 い。

類型 3 ： 「遮蔽景観 」 は 道 の 正 面 の 構図で 、ア イ ス ト

ッ プ の 建 物 が あ っ た り、道 が カーブ して 先 が 見 通 せ な

い とい っ た街 並 み が 捉 え られ て い た 。比 較的 人 物 が 大

き く映 され て い る こ とが 多 い 。 主 人公 の 目的が な か な

か 達成で きな い とい う と き な どに挿入 され 、閉塞感 を

表 3 　 構成要 素 と距 離景の ク ロ ス 集計
超 近景 　近 景 近 中景 　 中景 中遠 景 　　通景 近 中

山 02 」 2539453

0．0嘱 3．8覧 1．9瓢 3，8瓢 9．4覧 73，6％ 7．5覧 100覧

樹 木 3262410o36

鴎 72黔 6覧 11、 3黔   筋 190覧

樹木群 1353214181630146

0．7弘 24．0覧 21、9瓢 9．6覧 12．3覧 11．0覧 20．5、 10口備

川 otO12032835

O．0瓢 28．6覧 34．3覧 0．0覧

　曄
8、6瓢 5，7瓢 22．9瓢 100駈

草 地 417222772988

4、5、 19．3覧 25．脳 2．3覧 8．0嘱 8、O瓢 33．0鴨 10D瓢

建 物 15244513o52
28．8瓢 46．2、 7．7勤 9．6艶 1．9 瓢 5、8覧 O．0覧 100黔

建 物群 o 妃 181228694 鳳r
0．0鮨 51．1、 19．1覧 12．8瓢 2．1、 a5、 6．4鴒 100覧

道 973263229124

7．3、 58．9嘴 21．0662 ．4覧 1．6、 1、6覧 7．3覧 100瓢

車 數o7875o20122

24、6覧 63．9覧 5、7覧 4．1覧 o．o彪 1．6覧 o．9馬 100 覧

線 路 21G10212134

5．9瓢 47．亅瓢 29．覗 59瓢 2．9覧 5．95
“
2．眺 100備

電車 41831o2o28

14．3覧 64β鴨 10、7鴨 3、6覧 0．0覧 7．1％
　　　“
0．0、 10瞞

船 4 羽 3501024… 胛　
16．7 覧 458 覧 12．5鴨 20、8覧 0．0覧 4．2覧 o，9陽 100 瓢

工 場 021 　　　　　周632014
o．o噺 14．3瓢 7．1瓢 42．9瓢 2，．覇 14．3瓢 0．0監 1 

その 他 15318114363

23．8路 49．2覧
　　“
12．7覧 1．6瓢 1．6瓢 6．3、 4．8監 100橘

表現 し て い る と言 え る。

類 型 4 ： 「横 の 景 観 」 は線 的 構 成 要 素 が 平 行 に 映 され

た り、乗 物 の 横 の 窓 か ら外 を 見 て い た り 、 進 行 方向 と

垂直の 視線 で描写 され る。人 物や乗物 も横 か ら捉 え ら

れ 、パ ン に よ る撮影 が 比 較的多い 。

類型 5 ： 「川 の 景観 」 は川 辺 の 景観をパ ノ ラマ または

平行 に 映 した もの で あ る 。 人物 は 川 を 眺 め て い た り、

渡 ろ うとす る とこ ろ で あ っ た り、船上 に い た り様 々 で

あ っ た 。 川 を渡 る前後 で 人物 の 心境や 関係 が変化する

とい うよ うな表 現 も見 られ た。

類型 6 ： 「ロ
ー

ドサイ ドの 景観 」 は 車を道の 外れ に停

め る な ど し て 小 休止 す る よ うな シ
ー

ン で あ る 。GS や

小 さな売店に立 ち寄る場面もあっ た。人物が 車か ら降

りて 動 い て い る こ とが 比 較的多い 。

類 型 7 ： 「空 撮 の 景 観 」 は 空撮で 街 並 み や線的構 成要

素を深 い 俯角 で 捉 え た も の で あ る 。　 「都会の ア リス 」

の ラ ス トカ ッ トは カ メ ラ が 上 空 に 上 が っ て い き、　 「ま

わ り 道 」 の オ
ープ ニ ン グ で は そ の 逆 と なっ て い て 、物

語 の 始 ま り と終 わ りを 印象的 な もの に し て い る 。

類型 8 ：
「特徴的な 建物 の 景観 亅 は 田園的な景色の 中

に
一

っ の 特徴的な建物 が 映 され る 。 カ メ ラア ン グル は

様 々 で 、地 形 と建 物 を よ り印 象的 に 映 そ う とす る意 図

が 読み取れ た。人物 が 映 っ て い る こ とが 多い が、行為

自体 は物 語 上 の 必 要 性 を 感 じ られ な い もの もあ り、映

画的構 図 をつ く る とい う意味 に お い て 、よ り監 督の 作

家 性 が 出て い る シ
ー

ン だ と 考 え られ る。

類 型 9 ： 「建 物 の
一

部を見上 げ る景観 」 は こ れ か ら入

る 建物 の 上部や、駅 の 標 識 を 見上 げた も の で あ る。人

物 の 目線 で 映 し て い る と言 える。
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図 5　 1 軸
一2 軸 に お け る カ テ ゴ リ及 び サ ン プル プ ロ ッ トとク ラ ス ター分 析 に よ る景 観 の 分 類

　　　　　　　　　4 ．まとめ

　ヴェ ン ダー
ス 監督に よ る ロ

ードム ービーで 描か れ る

景 観 に つ い て 変 化 して い く景 観 と旅 の 生 活 の 意味 を 探

っ た 。 そ の 景観は 道 を 中心 に構成 され 、主 に 水平 の カ

メ ラ ア ン グル で 映 し 出され て い る。移動形態 は 車 に よ

る も の が 多 く、他 に も鉄道、船、バ イ 久 自転車、徒

歩 と種 々 の 移動 が 描 かれ て い た。撮影 形 態 に 関 して も、

時 々 に 挿入 され る 空撮や高台 か らの 俯瞰撮影 に よっ て

登場人物 の 旅 を客観的に 捉 え るカ ッ トや、移動す る乗

物 か ら景 色 を映 した り、人 物 の 目線 か ら建物などを見

上 げ る こ と に よ っ て 臨場 感 を 演 出 す る シ
ー

ン な ど、

様 々 な描写 の なされ方を抽出で きた。ま た、物語及び

登 場人 物 の 感 情や 状況 を、景観 の 特 徴 を使 っ て 表 現 し

て い る と考 え られ る シ
ー

ン も挿入 され て い た。こ れ ら

の 景観は 「主観性
一
客観性 」 「閑 散

一
賑 わ い 」 の 2 軸 に よ

っ て 説明で き、9 つ に 類型 化 され 、描 か れ た もの の 景

観特性 と シ ーン の 意味を見出 した。
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